
S
・

R
・

ブ
ラ
ウ
ン
の
日
本
語
研
究
に
お
け
る
動
誌
の
問
題
(
I

)

一
、

は
じ
め
に

二、

資
料
の
性
格

三、

動
詞
の
問
題

村
ワ
ア
行
五
段
活
用
動
詞

同
敬
語
動
詞 ‘コ
ザ
ル
・

ナ
サ
ル
・
ク
ダ
サ
ル
・

オ
ッ

ン
ャ

ル
・
イ
ラ
ッ
シ

ヤ
ル

四、

ま
と
め

S.R ・ プラウンの日本語研究におげる動認の問題(I)

S
・
R
・
ブ
ラ
ウ
ン
は 、

ダ
ァ

チ
・
リ
フ
ォ
ー

ム
ド

教
派
の
日
本
派
遣
宣
教

師
と
し
て 、

安
政
六
年
(
一
八
五
九)
一
一
月
三
日
神
奈
川
に
来
日
し
た 。

そ

し
て
一
時
帰
国
し
た
こ
と
も
あ
る
が 、

明
治
一
二
年
(
一
八
七
九)

ま
で
約
二

0
年
間
日
本
に
滞
在
し 、

宣
教
と
聖
書
の
翻
訳
に
従
事
し
た 。

彼
は
そ
の
前
提

と
し
て
日
本
語
の
研
究
に
着
手
し、

文
久
三
年
に
は

のo--
o
宮
正
』
名
2
2
P

O同

の
O
ロ
〈
o
a
aト
0
ロ
と
ω
o
ロ円。
ロ円。ω
白
ロ
円山

口
E-
D
同
ロ
2

5
開
口
問]
2
r
m
ロ
仏
』
釦
旬
守

口冊目白・
(H∞
岳、
ω
Z口問
EM)
を 、

明
治
八
年
に
は
MUHO
邑
2
宮田ぺ田
宮
2
5
ミ

ω
可
忠

告白"

山
内凶
俗
言。
ι
門
口

子0

2
E
ι
回、
。『
』
ω
唱曲
ロ命日刊
D円

開
口
問
zm
re
(
同
∞
斗
印w

Jへoro
Z
ヨ白)

を
出
版
し
た 。

前
者
は
日
本
語
文
典
と
会
話
と
対
話
か
ら
な

り 、
後
者
は
会
話
だ
け
か
ら
なっ
て
い
る 。
こ
の
同
書に
つ
い
て
は 、
す
で
に

飛

文

田

良

(注l)

紹
介
や
論
考
が
あ
る
が 、

雨
量回
を
比
較
考
察
し
た
も
の
は
見
え
な
い
よ
う
で
あ

る 。

私
は
江
戸
語
か
ら
東
京
語
成
設
へ
の
観
点
か
ら 、

両
蓄
の
会
話
に
み
ら
れ

る
動
詞
に
つ
い
て 、

そ
の
実
態
と
そ
の
意
味
す
る
も
の
に
つ
い
て
考
察
し
よ
う

と
思
う 。

ブ
ラ
ウ
ン
が
のO一-o』
三曲-
V
宮
5
5
(
以
後
C
本
と
呼
ぶ)

を
書
き
出
版
し

(注2)

た
目
的
は 、

外
国
人
の
日
本
語
研
究
の
入
門
書
と
し
て
で
あ
っ
た 。

そ
れ
ゆ

え 、

外
国
人
で
あ
る 。
ブ
ラ
ウ
ン
が
求
め
た
日
本一
請
は 、

色
々
な
制
約
を
受
け
て

い
る
と
考
え
ら
れ
る 。
C
本
の
「
は
し
が
き」
に
は 、
コ
リ
ャ
l
ド

の
日
本
語

文
典
(一
六
三
二) 、
ロ
ト
リ
ゲ
ス
の
日
本
語
文
典
(一
八
二
五)べ

日
葡
辞
書

ご
六
O
三)
と 、

J
-
J
・
ホ
フ
マ
ン
に
よ
っ
て
校
訂
さ
れ
た
D
・
ク
ル
チ

ュ
l

ス
の
著
作
(一
八
五
七)

を
参
考
と
し 、

特
に
ク
ル
チ
ュ
l

ス
と
ホ
フ
マ

ン
の
著
作
に
は
負
う

所
が
多
い 、

と
述
べ
て
い
る 。

そ
の
ホ
フ
マ
ン
は
日
本
語
文
典
に 、

教
養
あ
る
日
本
人
と
交
際
す
る
に
は 、

第一
人
称
を
示
す
の
に 、

番
頭
の
使
う
ワ
チ
キ 、

ワ
シ 、
女
中
の
使
う
ワ
タ
シ 、

ワ
タ
イ
な
ど
で
な
く 、
ワ
タ
ク
シ
を
用
い
る
人
々
の
言
葉 、

た
と
え
ば
江
戸
の

{注3)

-一品
士
や
商
人
の
丁
寧
な
言
葉
を
習
得
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い 、

と
い
う

意
味
の

こ
と
を
述
べ
て
レ
る 。

そ
れ
ゆ
え 、m
ブ
ラ
ウ
ン
の
求
め
た
臼
本
語
も 、
こ
の
よ
う
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な
性
格
の
言
葉、
い
い
か
え
れ
ば、
江
戸
の
上
層
階
級
の
教
養
あ
る
人
々
の
話
す

言
葉
で
あ
り 、

当
時
の
標
準
語
を
目
ざ
し
た
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る 。

し
か
し 、

現
実
の
ブ
ラ
ウ
ン
は 、

な
か
な
か
日
本
語
教
師
を
得
ら
れ
ず 、

ア

メ
リ
カ
公
使
タ
ウ
ン
ゼ
ン
ド
・

ハ
リ
ス
の
世
話
で 、

江
戸
か
ら
針
医
者
矢
野
隆

山
(
元
隆)

を
神
奈
川
へ
連
れ
て
来
た
の
で
あ
っ
た 。

C
本
の
会
話
に
は 、

次
の
よ
う
な
江
戸
語
の
発
音
の
特
色
が
み
ら
れ
る 。

ヒ'+
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十
軒
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20

駒、
、

勺AW
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Y

ロ0)

ク
ワ
↓
カ
r
守
口・o
E'ロ
(
過
料
金
-
M∞寸
UO)

、円W4司4AW
令 uミ

グ
ヮ
lv
ガ

宮ム
}内0・
E
(
外
国
・
8・
叶
5・

コω
U0・
HHNω・

ロNω

協司
会
u
、

り0・)

一

方、

明
治
八
年
に
出
版
さ
れ
た

p
g
p円
四白
え
よ

玄
g
z
ミ
ω
3
Z
ヨ
(
以

後
P
本
と
呼
ぶ)

は 、

g
目
Zι可
O『
]由回目ロ巾田市
O『
何口問ご
ろ

と
あ
る
よ
う

に 、

外
国
人
が
日
本
語
を
学
ぶ
場
合
と 、

日
本
人
が
英
語
を
学
ぶ
場
合
と
を
汚

慮
し
て
作
ら
れ
た
教
科
書
で
あ
っ
た 。

そ
れ
ゆ
え 、
P
本
の
会
話
も 、
当
時
の
標

準
語
を
反
映
し
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る 。
そ
し
て 、

日
本
語
教
師
に
は
発

音
の
正
し
い
日
本
人
を
選
べ
と
い
い 、

正
し
い
発
音
口
2
5
2
HV
SDEロ円
互いロロ

(注4)

の
習
得
を
強
調
し
て
い
る
が 、

や
は
り 、
C
本
に
み
ら
れ
た
よ
う
な
発
音
の
特

色
が
み
ら
れ
る 。

シ
ュ
↓
シ

百回r
F
R
S
(
寄
宿
寮・
?
?∞)

者

句

、
‘
mA
V

ジ
ュ
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ジ
』vrr
g
(
十
間
・
由iAl
g
-
四04
2
Rロ

vv也、句

、
勺え
ムKQ

グ
ヮ
Iv
カ

C
E
rorE
(
外
国
・
寸
ム
ムω)

、
AW
A

U

、

そ
こ
で 、
C
本
と
P
本
の
会
話
の
言
葉
は 、

江
戸
語
・

東
京
語
の
実
態
を
か

な
り
よ
く
反
映
し 、

大
体
同
じ
態
度
を
も
っ
て
記
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ

る 。

(
五
十
銭
・
?ωlH)
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た
だ 、
C
本
の
会
話
に
は 、

ウ
音
便
や
オ
ヲ
キ
ニ
ツ
カ
レ
タ
(品
ミ
ロO)

の
オ
ヲ
キ
ニ
の
よ
う
な
関
西
系
の
言
葉
が
二
つ
三
つ
見
え
る
が 、

ホ
フ
マ
ン
が

日
本
語
文
典
に 、

共
通
の
上
品
な
話
し一一
言
葉
は
京
都
の
言
楽
で
あ
る
が 、

そ
れ

は
江
戸
で
も
上
層
階
級
の
人
々
に
よ
っ
て 、

多
少
修
正
さ
れ
て
虹曲
さ
れ
て
い

(
注
5)

る 、

と
い
う
旨
を
記
し
て
い
る
よ
う
に 、

江
戸
で
行
な
わ
れ
て
い
た
も
の
と
恩

わ
れ
る 。

む
し
ろ 、

，
ブ
ラ
ウ
ン
が
記
そ
う
と
努
め 、

習
得
し
よ
う
と
し
た
言
葉

が 、

上
層
階
級
の
批
り
の
な
い
言
葉
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る 。

そ

し
て 、

彼
の
居
住
地
が
神
奈
川
の
成
仏
寺
で
あ
り

横
浜
で
あ
っ
た
こ
と
が 、

雨

量百
の
会
話
の
言
葉
に
み
え
る
江
戸
語
の
特
色
を
生
み
出
し
た
の
で
あ
る 。

そ
れ
ゆ
え 、

両
書
の
会
話
の
言
葉
は 、

江
戸
・

東
京
の
上
層
階
級
の 、

そ
し

て
教
養
あ
る
人
々
の
話
し
言
葉 、

当
時
の
標
準
語
を
記
そ
う
と
し
た
も
の 、

と

考
え
て
よ
レ
で
あ
ろ
う 。
こ
こ
に
比
較
考
察
す
る
意
義
が
あ
る 。

次
に 、
C
本
・
p
木
の
会
話
の
書
き
あ
ら
わ
し
方
を
み
る
と
左
の
例
の
よ
う

で
あ
る 。〔

C
木
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日.

5一-
3
:-0

2
円
Z
F
S
乙
(
卦
き)

C
本
に
は
こ
泊
り
の
日
本
語
択
が
あ
る
の
で 、

こ
の
点
に
つ
い
て
一
言
ふ
れ

{注6)

て
お
く
。

C

本
に
は、

二
一
七
一

例
の

英
文
の
う
ち、

二
一
O
三
例
に
二
通
り

(
注
7)

の
訳
が
あ
り 、
全
体
の
九
五パ
ー
セ
ン
ト
に
あ
た
る 。
こ
の
二
通
り
の
日
本
語

訳
は 、

そ
の
ほ
と
ん
ど
が
敬
語
の
有
無
で
相
違
し 、

敬
語
の
あ
る
訳
文
は
目
上

・
対
等
の
人
に 、

敬
語
の
な
い
文
は
目
下
の
人
に
対
し
て
用
い
る
こ
と
を
意
味

し
て
い
る 。
た
と
え
ば 、

次
の
例
の
敏
認
の
あ
る
訳
文
と 、

な
い
訳
文
の
注
記

に
明
ら
か
で
あ
る 。
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、
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噌
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S
T
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叫
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や

“、

、
，

u、

-

4
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法

り0・
吋
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自白・叩
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σ0・0
口問釦
白・
2
E司
令D
E
E
r
-o円
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4

hn

、
，

H

4

4ザ

籍

。

、

判

、v

us

な
お 、

00

と
は
り
50
(
間
前)

の
略
で 、

二
通
り
の
日
本
語
訳
で
は 、

敬

{注8)

語
が
な
く 、

目
下
に
使
用
さ
れ
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る 。

ま
た 、

日
本
語
訳
の
ロ
ー

マ
字
と
仮
名
と
の
問
に
は 、

か
な
り

食
違
い
が
あ

る 。
し
か
し
両
者
を
よ
く
調
査
す
る
と 、

誤
植
は
別
と
し
て 、

仮
名
は
歴
史
仮

名
遣
に
よ
り
な
が
ら 、

か
な
り
誤
り
が
あ
っ
て
発
音
に
引
か
れ
て
い
る 。

資
料

と
し
て
は 、
ロ
ー

マ
字
表
記
の
方
が 、

正
し
い
発
音
を
外
国
人
に
教
え
よ
う
と

し
た 。
ブ
ラ
ウ
ン
の
主
旨
か
ら
考
え
て
み
て
も 、

信
頼
性
が
あ
る 。

そ
し
て 、
ロ

ー
マ
字
表
記
で
あ
る
と
こ
ろ
に 、

数
少
な
い
当
時
の
発
音
資
料
と
し
て
の
価
値

が
あ
る 。

特
に
C
本
の
ロ
ー

マ
字
表
記
は 、
P
本
が
大
体
ヘ
ボ
ン
の
和
英
語
林

集
成
の
初
版
の
表
記
に
準
じ
て
い
る
の
に
対
し
て 、

語
頭
と
語
中
語
尾
の
ガ
を

宮
と
ロ
宮
で
書
き
分
け
た
り 、

格
助
詞
「
へ
」
の
ほ
と
ん
ど
を
e
で
示
し
た

り 、

そ
の
表
記
は
発
音
に
忠
実
で
あ
る 。

私
は
ロ
ー

マ
字
表
記
を
中
心
に
考
察

を
進
め
た
い
。

S . R ・ ブラウンの日本語研究におげる動詞の問題(I)

な
お 、
C
本
の
用
例
に
は
英
文
の
通
し
番
号
を 、
P
本
の
用
例
に
は 、
P
本

が
章、
節に
分
れ
て
い
る
の
で 、

O
章
O
節
O
番
と
後
記
す
る 。
た
と
え
ば 、

T
N
lH

と
は
一

章
二
節
一

番
の
例
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

私
の
使
用
す
る
テ
キ

ス
ト

は 、
先
に
述
べ
た
文
久
三
年
の
上
海
版
と 、
明
治
八
年
の
横
浜
版
で
あ
る 。

C
本
と
P
本
の
会
話
に
あ
ら
わ
れ
る
動
詞
で 、

特
に
問
題
と
な
る
の
は
ワ
ア

行
五
段
活
用
動
詞
と 、

敬
語
動
詞
ゴ
ザ
ル
・

ナ
サ
ル
・
ク
ダ
サ
ル
・
す
y-ン
ャ

ル
・
イ
ラ
ッ
シ
ャ

ル
で
あ
る 。

付
ワ
ア
行
五
段
活
用
動
詞

同
連
用
形
に
助
詞
テ
・

助
動
詞
タ
の
付
く
場
合

C
本
の
ワ
ア
行
五
段
活
用
動
詞
の
連
用
形
は 、

助
詞-
ア
・

助
動
詞
タ
が
付
く

と 、

促
音
便
と
ウ且日
使
の
両
形
が
あ
ら
わ
れ
る 。

P
本
に
は
ウ
音
便
が
あ
ら

わ
れ
な
い 。

C
本
の
ウ
音
便
は
連
用
形
語
尾
に
オ
l

テ
(o
da
S)
と
ウ
l

テ

(E，c'
Z)

が
あ
り 、

オ
l

テ
は
促
音
便
の
ア
γ

テ
(曲目
Zm)
と
オ
ッ

テ
(0・
マ

円巾)
に
対
応
す
る 。
そ
こ
で 、

ア
ッ

テ
と
オ
l

テ 、

オ
ッ

テ
と
オ
1

テ 、

ウ
ッ

テ
と
ウ
l

テ
に
分
け
て
考
察
し
よ
う 。

ω

ア
ッ
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と
オ
l
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の
場
合
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時

JW

也宵

(ωHω
り0・)

O
〉・ロ0
7
よD
者同
0・roE
2
4匂O
者同・ιNEHO・D-
Z
THC
(NHM
Oo-)

u、

、

π

γ

、
，

斗

U

6

U司

A判

決

也

寸

曲、

‘4

p

例
ア
ッ

テ
(白-
ZO)
四
八
例
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O
穴0・
5
4弓白
r
z・
5
壮

E
ι・
5

E
司
(ω
g
り0
)

u

v、

、
，

‘
崎

、

凶
W

4・

u
a

A
W

省
司

u
a

OM内0・
足
d
g
z、・
EE--門
町
田
玄・
5白，f，
S

E
U
(HUω
ロ0・
)

u

v、

司

Aw

u
a

d司

、

"、

4

A喝

、

活

O
〉・ロo
r、・
5
唱曲
目r・0・o・
r-
ロ
君。
耳白
ムNE
SE
Z巾
T
E
(日
当
り0・)

u、

、

π

守

、
，

V

山

司

法

y

w

q

uA

dw

也

、

晶

子

な
ど。そ

こ
で 、

川
同
に
属
す
る
語
を
比
較
す
る
と 、

次
の
よ
う
で
あ
る 。

数
字
は

使
用
回
数
を
示
す 。
(
以
後
同
じ)

川
オ
|

テ
(
タ)

三立回
節
語

シ
7
ウ
l

四
音
節
語

マ
チ
ガ
ウ
l 、
ワ
ズ
ラ
ウ
1

同
ア
ッ

テ
(
タ)

二
音
節
語

カ
ウ
(
寅)
5 、

ヵ
ウ
(
飼)
1

三立日
節
語

シ
7
ウ
6、
ス
マ
ウ
(
住)
日 、

チ
ガ
ウ
3 、
ツ
カ
ウ
5 、

ナ

ラ
ウ
l 、
モ
ラ
ウ
1

四
音
節
語

シ
タ
ガ
ウ
3 、

タ
タ
カ
ウ
1、

テ
ツ
ダ
ウ
1、
7
チ
ガ
ウ
2 、

ワ
ズ
ラ
ウ
5

す
な
わ
ち 、

ウ
音
便
形
は
こ
音
節
諸
に
な
く 、

ウ
音
便
形
に
属
す
る
三
・

四

音
節
語
は 、

い
ず
れ
も
促
音
便
に
も
使
用
さ
れ 、

促
音
便
の
方
が
優
勢
で
あ

る 。ω
オ
ッ

テ
と
オ
l

テ
の
場
合

判
オ
l

テ
(
タ)

一一
例

O
〉-
g
ro・
5
4〈O
ケ
S・
g・0

8
D・
Sc・0・
Z

Bo

E・
E・-・
5
30，
E

司

、

u

T

W

A

W

U

AV

マ

斗

Mm

AV

唱

um

J昔

、

4

4

ム町

、

(由MhH)

O
〉目コo
r0・
5
40
国
宝・可0・0

5
0・
ョ0
6・丹市

ヨo
r
守口
守
宅
守口C

司
、
U
マ
W
UY
4
0
守
斗
Am
AV
曲、
お昨
叫q
u守
AW
M

。。)

何
オ
ッ
テ
(
タ)
七
例

(由同品

O
〉・ロo
r
よo
dq曲
p・
口町
三
可0・
2白・
(由
g
oo-)

U可

、

W

T

3

吋

凶F

up

u

d喝

、

O
叩内回-
g・門田N・
5=・
2
唱曲

与、。
君。
帥
て・0・
20
白，
z-r-・
自由自由、・
(
EN)

叫置

‘

品、

ト

喝

、
，

A

H

唱

で

凶喝

A唱

吻

司

、で

令

4

um

。
〉・ロo
r、目
S
dq向

E・ロ何
者o

g-
Bm，
g
ro-Ho

g-r
守
江
口・
50・
20・

司

、

dn

γ

〉

訪

山F

W

也育

、

、v

u

γ

z

uq

4司

斗

hm

A‘

山市

V0・r田
口G
ro・
8
4司白
r白・
ヨ同・
唱
守口
己・
(ωNH
UG-)

法

秒

、

U

7

〉

仏軍

4

AM

M

な
ど。
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こ
の
川判
例
の
所
属
語
を
比
較
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る 。

川
オ
l

テ
(
タ)

三
音
節
語

オ
モ
ウ
2

例
オ
ッ

テ
(
タ)

二
音
節
諮

ヨ
ウ
(
酔)
3 、
シ
ョ
ウ
(
背
負)
2

三
音
節
語

オ
モ
ウ
2

こ
の
場
合
も 、

ウ
音
便
形
は
二
音
節
語
に
な
く 、

三
音
節
語
は
両
形
に
用
い

ら
れ 、

促
音
便
が
優
勢
で
あ
る 。

一川
ウ
ッ

テ
と
ウ
l

テ
の
場
合

判
ウ
1

テ
(
タ)

一
例

O
穴0・HO
当o

E-E'円。
者釦
宅白・
2・F
(由
S
oo-)

U

T

U刻

、

守

山市

、，

q

p

a

何
ウ
ッ
テ
(
タ)
一一
例

O
町内oa
ロO
丹O・
r・-
耳目
rE・
E・
2α
口・
ュ・
5
守郎、
(HO
E)

u

、

宇

守

主

、
，

、

、V

A唱

湘

斗

唱

4

し対

O
穴0・
5
円o・
r・-

3
rE・
E・
2叩
THE-
(
呂
田
口口)

u

、

〒

守

、崎

、
，

、

、V

A喝

喝

、崎

、v

こ
の
場
合
の
所
属
語
は 、

引
用
し
た
例
だ
け
で 、

川
ウ
l

テ
(
タ)

二
音
節
語

ク
ウ
(
食)

1

同
ウ
フ

テ
(
タ
)

三
音
節
語

ク
ル
ウ
2

と
な
り、

ウ
音
便
形
の
方
に
音
節
数
の
少
な
い
諮
が
み
え
る
が、

語
数
が
少
な

••
 



い
の
で 、
こ
れ
だ
け
で
は
問
題
と
な
ら
な
い 。

以
上
の
事
実
か
ら 、

ω
と
ω
の
場
合 、

ウ
音
便
は
音
節
数
の
多
い
語
に
存
在

し 、
促
音
便
は
音
節
数
の
少
な
い
語
に
も 、
多
い
語
に
も
存
在
す
る 。

そ
こ
で 、

促
音
便
は 、
品目
節
数
の
少
な
い
語
か
ら
多
い
語
へ
と 、

ウ
音
便
と
交
替
し
て
行

っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る 。

そ
し
て
二
音
節
語
「
言
う」

が
促
音
便
(
Z
A
P
N
g

Aq
aw

 

U0・)
で
あ
る
こ
と
も、
こ
れ
を
裏
付
け
て
い
る。

な
お 、

明
治
八
年
の
P
本
に
は
ウ
音
便
が
み
え
な
い
の
で 、
C
本
に
み
え
る

ウ
音
便
の
語
を 、
C
本
と
P
本
の
間
に
位
す
る
和
英
語
林
集
成
(
初
版
・

慶
応

三
年 、
ニ
版
・

明
治
五
年)

で
み
る
と 、

ω
に
属
し
た
シ
マ
ゥ 、
7
チ
ガ
ウ 、

ワ
ズ
ラ
ウ
は 、

い
ず
れ
も
促
音
便
に
な
っ
て
い
る。

ω
に
属
す
る
オ
モ
ウ
は 、

初
版
・

二
版
と
も
に
ウ
音
便
で
あ
る
が 、

明
治一
O
年
の
和
独
対
訳
字
林
(
中

村
正
直
撲 、
R
・
レ
1

7
ン
校
訂)
に
は 、

。
ζ
o
F
・0

F
・0
5・
斗
市
リy

切
L-
〈・
ι
g
z
p

と
あ
り 、

促
音
便
に

な
っ
て
い
る 。

似
の
ク
ウ
は 、

和
英
語
林
集
成
の
初
版
に
は
ウ
音
便
と
な
っ
て

い
る
が 、

二
版
の
ク
ウ
の
用
例
中
に 、

同内O凹DH0
4司o
rcHH
P
同o
m
2
曲
目口O
EF口問・

z
gr向
者O
EHO
O
E-
-回
gc口問
主同
町
8ι・

と 、

ウ
音
便
と
促
音
便
が
み
え 、

ウ
音
便
か
ら
促
音
便
へ
の
傾
向
が
み
ら
れ

る 。

S . R ・ プラウンの日本語研究におげる動詞の問題(1 ) 

以
上
か
ら 、
C
本
と
P
本
の
ウ
音
便
と
促
音
便
は
当
時
の
発
音
を
反
映
し
て

い
る
も
の
と
思
わ
れ
る 。
な
お 、

形
容
詞
と
形
容
詞
型
活
用
の
助
動
詞
は 、

そ

の
ウ
音
便
が
コ
ザ
リ
マ
ス 、
ソ
ン
ジ
マ
ス
の
前
に
限
定
さ
れ
て
い
る
か
ら 、

江

戸
語
の
他の
資
料に
す
で
に
見
え
て
い
る
ウ
音
便か
ら
促
音
便へ
の
傾
向
が 、

こ
こ
に
も
反
映
し
て
い
る 。

b
終
止
・

連
体
形
の
語
尾

C
本
と
P
本
の
ワ
ア
行
五
段
活
用
動
詞
の
終
止
・

連
体
形
語
尾
は 、

ォ
!
と

長
音
に
記
さ
れ
た
も
の
と 、

現
代
東
京
語
の
よ
う
に
ア
ウ
為
る
い
は
オ
ウ
と
連

母
音
に
記
さ
れ
た
も
の
と
が
あ
る 。
そ
こ
で 、

ア
ウ
と
オ
l

の
場
合
と 、

オ
ウ

と
オ
!

の
場
合
と
に
分
け
て
考
察
し
よ
う 。

ω
ア
ウ
と
オ
l

の
場
合

〔
C
本
の
例〕

川
オ
l

(D目白)

一
例

O
Z
円
吉田rc
E'
ZEH0・
g
E・日}回守口0・0
(ωω
り0・)

L句

、

也T

dy

F、

、
A

AV

V

W

JW

制
ア
ウ
(白
己)

二
六
例

Oω0・ロ
E・
g
--
EE
Z
E
E-E
E-
(
HH
E
ロO)

キ

AV

守

喝

、命

、

巾w

hH

パ拘q

AV

設

《
4
4
V

0
0・
自由・0
ロ
守口阿
君。
唱印・
5・E
r白司
(
口
ち
り0・)

品寸

4

U内

乱?

"

uw

Aw

dw

寸

法

。
〉・
5
唱曲
目、・
5曲
者D
可0・
}2
3，mrTロ
守口
(ω
g
oo-)

u、
て
〉
LF
4
叫
也
、
L4
守
、
.吋

な
ど。〔

P
本
の
例〕

附
オ
l

(口)

二
例

。
〉
z
r
Jo

dE
C
3
E
BcrD
Z
Eロ
E
円山
g
同白
肌rM
go
E
Bcro
g

司

、v

r

T

〉

AV
P

"

LF

由q
AV

守

也市
、命
中
、『

喝
UF

跡、

令

市

"

LF

叫Z
AV

γ

凹DrE
『己吋AWF
Lom
(H01MlH印)

口、

、

u、

v、

、喝

、
um

例
ア
ウ
(
2)

コ
二
例

0
2
2
包
己

2
8
E
在
宅0
2
2N
E

(?
?由)

ゆ白

刷、

故

"

u、
AV

7
hf

也軍

司

斗

守
刻

、

O聞ハロ仲
良
苫
ロ
二回白同白ロ
r回口市
毛o
g020
可己r一
巾・
(
Ni印
ム印)

、

A唱

寸

"

〉

dw
AV

叫q

出F

叫W

Mm

d

d
，

-
u

dy

0
201
Z

官
OOF

E
S

与
5
E
E
Z
ZN
E
毒血
ι
笠
宮ロ

、
唱
W
M『
礼マ券、司
法dw
刷、 “、
命
、
也、也噌AV
3
J、品、 u、

0525
2
31N
ム斗)

斗

必m

W

4

UF

な
ど。

}回、rFmz
円。

何者判。
マ

そ
こ
で 、

川
同
に
属
す
る
語
を
比
較
す
る
と 、
C
本
の
場
合
は
次
の
よ
う
で

あ
る 。
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川
オ
l
(0・
0)

自
立
円
節
活

ウ
ン
ナ
内
l

M門
ア
ウ
(
守
E)

二
音
節
語

ア
ウ
(
合)
l 、

カ
ウ
(
寅)
2(注9)

三
音
節
語

カ
マ
ウ
2 、

シ
マ
ウ
1 、

チ
ガ
ウ
3 、

2 、
モ
ラ
ウ
1 、
ワ
ラ
ウ
1

四
音
節
語

ウ
ヤ
7
ウ
2 、

ソ
コ
ナ
ウ
2 、
へ
ツ
ラ
ウ
1 、

ヤ
シ
ナ
ウ
l

す
な
わ
ち 、

ォ
ー

は
音
節
数
の
多
い
語
に
だ
け
あ
り 、

ア
ウ
は
音
節
数
の
少

な
い
語
に
も
多
い
認
に
も
あ
っ
て
優
勢
で
あ
る 。

一
方 、
P
本
の
場
合
は 、

次
の
よ
う
に
な
る 。

附
オ
l

(白)(日能川)

三
音
節
語

ム
カ
ウ
2

同
ア
ウ
(
E)

二
音
節
語

ア
ウ
(
会)
3 、

カ
ウ
(
賀)
6

三品目
節
語

カ
ナ
ウ
2 、
ス
7
ウ
l 、
ツ
カ
ウ
1 、

ハ
ラ
ウ
は 、

ミ
7
ウ
1

四
音
節
語

シ
タ
ガ
ウ
1 、
ツ
ケ
ア
ウ
1 、
ヒ
キ
ア
ウ
1

P
本
は 、

ォ
ー

が
三
音
節
語
に
み
え
る
が 、

や
は
り
二
音
節
語
に
は
オ
ー

が

な
く 、

ア
ウ
が
オ
ー
よ
り

優
勢
で
あ
る 。

こ
の
よ
う
に 、

ォ
l

は
C
本
・
P
本
と
も
に
二
音
節
語
に
な
く 、
立日
節
数
の

多
い
語
に
あ
り 、

ア
ウ
は
音
節
数
の
少
な
い
語
に
も
多
い
語
に
も
あ
る
か
ら 、

オ
l

は
音
節
数
の
多
い
語
に
残
り 、

述
母
音
ア
ウ
は
品目
節
数
の
少
な
い
語
か
ら

多
い
語
へ
と 、

オ
!
と
交
替
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る 。

な
お 、
C
本
・
p
本
で
オ
ー

を
保
っ
て
い
た
諮
に
つ
い
て
両
書
の
間
の
資
料

を
み
る
と 、
ゥ
シ
ナ
ウ
は 、
和
英
語
林
集
成
の
初
版
(
慶
応
三
年)
に 、

語
尾
が

ア
ウ
に
な
っ
て
お
り 、
ム
カ
ウ
に
つ
い
て
は 、

次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る 。

ツ
カ
ウ
7 、

ナ
ラ
ウ

玄CR〉f
・
2・
2
0噂
-円
gv
ト
uq
uu
-au
-
ぐ
→D
pnp
円D
m
gロι
宅一円r

円一
足

F
2

5
2
2L
P
(
4-
暴)

→0
7一

三

百
三内白
口・
戸
口
問0

5

5
8円
。『

Fno

吾旬
開
口m
g
可
(
号
明前)

Z
g
E
ロ0

5
c
r
D
口
ロ

ミ
タ
円
ro
rD
C
S

C
H》
司
0
2
5
円一
括
『
コ
仏
国巾・

一ハ

ヨミ
ω

ヨ
ロ
r
D-

p
o
口
三
口
四
円
一足

立
〈
ぬ『-

こ
こ
で
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は 、

動
詞
の
ム
カ
ウ
の
説
明
の
用
例

に 、

名
詞
の
ム
コ
ー

が
入
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る 。

こ
れ
は
二
版
(
明
治
五

年)

も
同
様
で 、
こ
の
動
詞
と
名
詞
の
混
同
が 、

P
本
に
ム
カ
ウ
(
ヨcrD)

の
オ
ー

を
保
存
し
た
理
由
な
の
で
は
な
か
ろ
う

か 。

(注日)

明
治
五
年
の
会
話
書 、

英
和
通
信
(
初
篇
・

ニ
第) 、

独
和
会
話
集
(
出
口市

ω曲
目
ヨ-ロロ問
。叩
E
27・
γ
宮
E
Rr
2
0
2
Y
R
Z)
と
も
に
オ
ー

が
な
い 。

慶

応
三
年
の
和
英
語
林
集
成(
初
版)
に
は 、

語
幹
が
ア
列品目
で
終
る
ワ
ア
行
五
段

活
用
動
詞
が
二
一
四
割問
あ
る
が 、
そ
の
八
六
パ
ー

セ
ン
ト

が
ア
ウ
で 、
二
五
パ
ー

セ
ン
ト

が
オ
l

の
表
記
を
も
っ
て
い
る 。

明
治
五
年
の
二
版
で
は
オ
ー

が一一
一

パ
ー

セ
ン
ト 、

明
治
一
O
年
の
和
独
対
訳
字
林
で
は
一
七
パ
ー

セ
ン
ト 、

明
治
一

(注ロ)

九
年
の
三
版
で
は 、

特
別
の
語
を
除
い
て
み
な
オ
l

は
消
滅
す
る
の
で
あ
る 。

ω
オ
ウ
と
オ
l

の
場
合

〔
C
本
の
例〕

川
オ
1

(D・0)

三
一
例

o
g
:
z
g
苫・司、・
宮・1
8
6
D・
Sc・0

28
UD)

q

V

3

4

AW

、
.

AM

，、

司

州司

』m

AW

00・
ョ白目。
ロ曲目
見
8・0
0・
50・0
5司
(ロ
お
り0)

斗

4

u"

も白

虎

J、

。

斗

必m

AW

叫
司

00・
5ω・0
8
6
0・
ョ
守D
rD・
8
唱曲
守
苫・
5戸ム
r0・
5
念
(∞
E
00・)

斗

A

H

J渇

AV

斗i

hm

，刈

U

7

、
，

u、

寸

MY

A

U

T

有

な
ど。

何
オ
ウ
(0・己)

三
例

O
認
可片山'r、，
E
3
2E
g
o-E
S・
5
2
F0・
5
5目。
君。

AW

潟

、

u
y

〉

品

、，

W

込T

AV

也可

LR

U

U

、

込

H

喝

ヨ同・目、・
(印HU)

4

UF
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BOEnE・

刷
、



o
d司
3
z

g
ヶロE

g
o-z
g，
z
d-
rD-DO

Z-巾
君。

dw
守
、，
A
UR
W
LTAW
W
、
hp
u
、
北
un
刈

。。)

0
0・
ョ
守o
rD-
S

E
M-
Ee
E

Zロa
go-
『M
O

Rt戸M
Ar-
時D
Da
go-
ロ

E
叫

品
4
3
U
て
、，
‘『
、
ゆ
也、
喝
、崎
、
0・
AV
嶋
守
斗
市
寸
法

(ω
旨
ロ0・)

〔
P
本
の
例〕

附
オ
l

(D)

一
例

0
0
5
ミ叩
Y
RY-
」F
B
ミ巾
口一

君白g
grF
唱o
oroa
ro
g
回白

骨
rH
2
5

ルi

4

3

〉

喝

、

4

p

"

AW

‘

、

胸Y

W

斗

u

um

U

7

司
内
4
4
)

令

調、

〒

o
go
母r
S
E
EV
(∞lωl品)

込T

血m
JW

唱

包帯

也γ
、内

法

同
オ
ウ
(OE)

二
例

O
ロo
z
roιo
r即
日

哲
三HO
Bo
rE
Eロ
仏印
5
0
5
2
7JD

官
ω、
E­

守

て

勢

τ

法

山F

油、

u、」唱
吻

』m

勺
JW

苅“、

有

守

斗

hm

AV

N

γ

跡、

刻

、

ロ白「
(∞!HiHO)

守主
o
dg
sr
E
g
ny
E
E
E
S
岡田
口曲一
件。
。
ョロ己・
(∞l
十∞)

dw

w

、

uy

〉

岨下
命

中

也γ

法

叩

売

払T
A

?

斗

』m

AV

こ
の
川
同
の
所
属
語
を
比
較
す
る
と 、
C
本
の
場
合
は
次
の
よ
う
で
あ
る 。

的
オ
l

(0・0)

三
音
節
語

オ
モ
ウ
引品

川門
オ
ウ
(0・C)

二
音
節
語

オ
ウ
(
追)
2

三品目
節
語

オ
モ
ウ
1

す
な
わ
ち 、
C
本
の
オ
ー

は
音
節
数
の
多い
語
に
あ
り 、

音
節
数
の
少
な
い
語
に
み
え
る 。

P
本
の
場
合
は 、

次
の
よ
う
で
あ
る 。

刷
オ
l

(白)

三品目
節
語

オ
モ
ウ
1

同
オ
ウ
(DE)

三
音
節
語

オ
モ
ウ
2

S . R ・ ブラウンの日本語研究における動詞の問題(1) 

コ戸0・丹mNe

市
北
(印HU

オ
ウ
は
オ
ー
よ
り

P
本
は
オ
モ
ウ
一
一週間
し
かr
あ
ら
わ
れ
な
い
が、
C
本
の
オ
モ
ウ
と
比
較
す
る

と、

オ
!
と
オ
ウ
の
使
用
数
の
割
合
が
逆
に
な
っ
て
お
り、
P
本
も
オ
ウ
が
オ

ー
よ
り
優
勢
で
あ
る。

こ
の
よ
う
に 、

ォ
!
と
オ
ウ
の
場
合
も 、
C
本
・
p
本
と
も
に
連
母
音
オ
ウ

は
ERt日
オ
ー
よ
り

優
勢
で 、

音
節
数
の
多
い
語
に
オ
l

が
存
在
す
る 。

そ
し

て 、

同
様
の
傾
向
が
明
治
五
年
の
独
和
会
話
集
の
オ
!
と
オ
ウ
に
み
え
る 。

的
オ
l
(D
E

二
例

0
0
3
毛
色白r
g
E
唱曲
。
ヨ曲一
間同
牛凹
5門凶白口
当o
o
p
【山
内Zo
o
sore
(司
、ミ)

o
g
grEm
E

g
o
s
巳
宮
念
日間目
;
ヨor・
(司
自ω)

伺
オ
ウ
(Oロ)

四
例

O
〉ロo
r
s
dz
p
g
口一
可ロロ
ロO
君。
0
8
5
5
2
e
Eω)

ocm
向田
同HHM白1
sr3
8
0
ヨO戸-
(司-
g)

O
巧
B
E
E
5
0
3曲目
ロo
g
宮
P
2
2H
O
BOE
(司
∞印)

o
d〈白
gr
g
E
3
0
ヨ
包
向山
24
3
0
8
E
or
E同D
o
g
s
e
E)

川刊
と
例
の
語
を
比
較
す
る
と 、

的
オ
l

(07)

三
音
節
語

オ
モ
ウ
2

肘
オ
ウ
(OE)

二
音
節
語

ヨ
ウ
l

三
音
節
語

オ
モ
ウ
3

と
な
り 、
C
本
・
p
本
の
結
果
と
一
致
す
る 。

そ
こ
で 、

ω
オ
ウ
と
オ
!

の
例

は
少
な
い
け
れ
ど
も 、

ω
ア
ウ
と
オ
l

の
場
合
と
同
様
に 、

オ
ウ
は
音
節
数
の

少
な
い
語
か
ら
多
い
語
へ
と 、

オ
!
と
交
替
し
た
も
の
と
忠
わ
れ
る 。

C
本
と
P
本
で
オ
ー

を
保
っ
て
い
た
オ
モ
ウ
は 、

和
英
語
林
集
成
の
初
版

(
燦
応
三
年)

と
英
和
通
信
(
明
治
五
年)
の
初
篇
に
は
オ
ー

で
あ
る
が 、

和

91 



英
語
林
集
成
の
二
版
(
明
治
五
年)

と
和
独
対
訳
字
林
(
明
治
一

O
年)

に
は

オ
ウ
と
な
っ
て
い
る 。

そ
れ
ゆ
え 、
C
本
と
P
本
の
オ
ウ
と
オ
l

は 、

そ
れ
ぞ

れ
の
時
代
の
発
音
を
反
映
し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る 。

以
上 、

ω
と
ω
か
ら 、

ワ
ア
行
五
段
活
用
動
詞
の
終
止
・

連
体
形
語
尾
は 、

長
音
オ
ー

か
ら
連
母
音
ア
ウ
と
オ
ウ
へ
の
傾
向
が
認
め
ら
れ
る 。

そ
し
て 、

オ

ー
が
音
節
数
の
少
な
い
語
に
み
え
な
い
と
こ
ろ
か
ら 、
品目
節
数
の
少
な
い
語
か

ら
多
い
語
へ
と 、

連
母
音
に
変
っ
て
い
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る 。

湯
沢
幸
吉

郎
氏
は 、
こ
の
ワ
ア
行
五
段
活
用
動
詞
の
終
止
・

連
体
形
語
尾
の
オ
ー

を
江
戸

語
に
み
と
め
ず 、

江
戸
語
で
は 、

東
国
地
方
の
口
語
の
現
状
か
ら 、

現
代
東
京

語
の
よ
う
に 、

チ 、

ガ 、

ウ
(
途) 、

ヵ 、
ョ 、

ウ
(
通)

と
発
音
し
た
も
の

(注目)

と
考
え
ら
れ
て
い
る
が 、
ロ
ド
リ
ゲ
ス
日
本
大
文
典
(
土
弁
忠
生
訳)

の
卑
語

「
関
東
語」
の
条
に

Z
Rん山
伊豆
(
悩
ヤ
九「')

と
あ
る
こ
と
や 、

三
河
物
語
(
元
和
八
年)

に
ア
ウ
と
オ
ウ
の
関
合
の
混
同
が

(注日比)

み
ら
れ
る
こ
と 、

さ
ら
に
現
代
の
東
北
方
言
に
か
な
り

広
く
オ
l

の
残
っ
て
い

{注目)

る
こ
と
か
ら 、

江
戸
語
に
お
い
て
も 、

ォ
ー

は
存
在
し
た
と
考
え
ら
れ
る 。

そ

し
て 、
こ
の
オ
ー

が 、

ア
ウ
・

オ
ウ
と
逮
母
音
に
な
る
原
因
は 、

関
合
の
消
失

(注凶)

に
よ
る
同
音
語
の
存
在
で
あ
っ
た
と
考
え
て
レ
る 。

(
注
1)

荒
木
伊
兵
衛
著
「
日
本
英
語
学
書
誌」 、
豊
田
実
著
「
日
本
英
学
史

の
研
究」 、

吉
町

義

雄

「
上

海
刊

行
日

本
語

文
典」
(
文

学
研
究

第
三

十
五
輯) 、
松

村
明
「
欧
米
人
に
よ
る
江
戸
語
の
発
音
研
究」
(
お

茶

の
水
女
子
大
学
人
文
科
学
紀
要
第
叩
巻) 、

杉
木
つ
と
む
「
江
戸
末

期
の
日
本
語
素
描」
(
国

文
学
研
究

第
十
八

輯)
な
ど。

(
注
2)
ω
刀・
回円。
唱口一
円UO一一D』
E
え
な
宮口巾
砲
の
ヲd
r
2
参
照 。

(
注
3)

』・
』
国O民
自由ロロト
〉
』
呂田口巾円巾
0
5
5
2
2
2∞
岳、
戸内一門一巾ロ)

四
O
頁
多
照
Q

(
注
4)
ω・
何
回HD
者口w
MU
Zロ仏ぬ門岡山
丘、白
ζ
g
g
ミ
ω〕『曲作巾
ヨ
(目白寸印)
の

日ロ2
2
2
5
5
参
照 。

(
注
5)
注
3
の
三
九
頁
多
照。

(
注
6)
のozoA
5同一
』印
刷出口巾mm
の
会
話
の
通
し
番
号
は
む寸()
で
終
っ
て
い

る
が 、
寸ω、叫
に
英
文
が
ニ
文
あ
る
の
で 、
一総
計一
二
七一
文
に
な
る 。

(
注
7)
こ
の
ほ
か
に
三

透

り
の
訳
文
を
も
っ

例
が
一

例、
四

通
り
の
例
が
三

例、
残

り
が
一

通
り
の
訳
文
を
も
っ

例
で
あ
る
。

(
注
8)
敬
語
動
詞
ナ
サ
ル
・
ク
ダ
サ
ル
の
命
令
形
ナ
サ
イ・
ナ
サ
エ
・
ク
ダ

サ
イ
の

場
合
を
除
く
。

な
お
、

こ
の
よ
う
な
二

通
り
の
訳
は
、

列
。
〈・

]orロ
戸

高間
百ω
の
O口四
叶ro口問白口仏
匂E
E--m『
MUY円曲目町田
5

開口ぬ亡凹}同
国ロι
HNO
Bm口一N
E
』旬開】印ロ巾印。
(凶
ロL
O円山・
2ω
宅
J問。円r­

H∞町、吋)
に
も
み
え
る 。

(
注
9)
C
本
の
ωO品
り。-
に 、
n
E・口町曲，D
が
あ
る
が 、
判
定
で
き
な
い
の

出市
冷
JW

で
除
い
て
あ
る 。

(
注
目)
P
本
の
∞lNi由
に
E
2白問。〕
言
ロo
r
と2L
S
E

言。
『ωH口
三

山町

村尚

北

、

は司

令

可

制Y

川、

、
〆
ゆ
AY

h"

と
あ
る
が 、
ハ
ラ
イ
ニ
か
ハ
ラ
ウ
タ
メ
ニ
の
誤
り
か
と
思
わ
れ
る
の

で

除
い
て
あ
る 。

(
注
日)
本
舎
は
東
北
大
学
狩
野
文
庫
蔵
の
も
の
で 、
未
紹
介
の
資
料
で
あ
る 。

表
紙
と

扉
に

何日
甲山
開
ω
〉
玄
Z
F
C
Z
C

O
何
C
J「
ω
O
E
山
〉
句
〉
Z'

Hωの
国間同
の同ω同MHN
〉の
出問
と
あ
り 、
明
治
五
年 、
大
学
南
校
か

ら
冨
穴
25
E
BF
編
で
出
版
さ
れ
た 。
内
容
は
本
文
が
単
語
集

(
〈on同『己}己]白コロ
ヨ)
と
会
話
篤
(わOロ〈ぬ円mmzoロ)
の
二
章
か
ら
な

り 、
そ
れ
に
独
文
だ
け
の
会
話
(戸町一円『丹市
の
2旬
gnr叩)
が
あ
る 。

(
注
ロ)
拙
稿
「
東
京
語
の
逮
母
音
「
ア
・
ウ」
の
成
立

|
和
英
語
林
集
成
を

中
心
と
し
て
l」

(
国
語
学
研
究
1)

参
照 。

(
注
目
)

「
江
戸
言
葉
の
研
究
」
一
一

三
頁
参
照
。

(
注
は)
注
ロ
多
照 。

(
注
目)
東
条
録
編
円
日
本
方
言
学」
一
一
O
頁
と
注
目
拙
務
委
照 。

(
注
目
)

注
ロ
参
照
。

(
編
集
の
つ

ご

う
に

よ
り

後
半
は

次
号)

ll
東

北
大
学
大
学
院

学
生

||
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